
第 73 回岩手県高等学校総合体育大会 

（14）柔 道 
 

１．期   日  

  開会式  令和 3 年 5 月 2 1 日 (金 )  9 時 4 0 分～    

競  技  令和 3 年 5 月 2 1 日 (金 )～ 5 月 2 3 日 (日 )  

  閉会式  令和 3 年 5 月 2 3 日 (日 )  

２．会   場  

  釜石市民体育館  〒 0 2 6 - 0 3 0 1 岩手県釜石市鵜住居町第 1 5 地割 6 4 番地 1  0 1 9 3 - 2 7 - 5 5 1 1  

３．競技種別（１部＝全日制、２部＝定時制・通信制）  

(１ )団体試合  １部男子、２部男子、１部女子、２部女子  

(２ )個人試合  １部男子（体重別）、２部男子（無差別）、１部女子（体重別）、２部女子（無差

別）  

４．競技日程  （※＝予定時刻）  

  令和 3 年 5 月 2 0 日 (木 ) 1 4 : 0 0～ 1 4 : 3 0  男女団体受付（Ｅ・Ｆ用紙、オーダー用紙提出）  

             1 4 : 4 5～ 1 5 : 1 5  監督会議（大会会場）  

             1 5 : 1 5～ 1 6 : 1 5  柔道専門部委員会（大会会場）  

※専門部委員＝柔道部顧問  

   令和 3 年 5 月 2 1 日 (金 )  8 : 0 0      開館  

             8 : 0 5～ 8 : 3 0  非公式計量１部男子２階級（ 6 0・ 6 6 ㎏級）  

                    １部女子７階級計量（大会会場）  

8 : 3 0～ 9 : 0 0  公式計量（同上）  

              9 : 1 0～ 9 : 3 0  審判会議（大会会場）  

              9 : 4 0      開会式  

             1 0 : 0 0～     ２部団体・個人試合  表彰式  

            ※ 1 0 : 3 0～     １部女子団体試合  表彰式  

            ※ 1 2 : 0 0～     １部男子団体試合団体試合  表彰式  

            ※ 1 7 : 0 0      終了  

   令和 3 年 5 月 2 2 日 (土 ) 8 : 0 0      開館  

              8 : 0 5～  8 : 3 0 非公式計量１部男子個人５階級（ 7 3・ 8 1・ 9 0・ 1 0 0・  

1 0 0 ㎏超級）（大会会場）  

              8 : 3 0～  9 : 0 0  公式計量（同上）  

              9 : 1 0～  9 : 3 0  審判会議（大会会場）  

              9 : 4 5～     １部女子個人試合７階級  

            ※ 1 2 : 3 0～     １部男子個人試合２階級（ 6 0・ 6 6 ㎏級）  

            ※ 1 4 : 0 0～     １部男女個人試合  準決勝  

            ※ 1 5 : 0 0～     １部男女個人試合  決勝  

            ※ 1 6 : 0 0～     １部男女個人試合  表彰式  

            ※ 1 6 : 3 0      終了  

   令和 3 年 5 月 2 3 日 (日 ) 8 : 0 0      開館  

              8 : 5 0～  9 : 1 0  審判会議（大会会場）  

              9 : 3 0～     １部男子個人試合５階級（ 7 3・ 8 1・ 9 0・ 1 0 0 ㎏級・  

1 0 0 ㎏超級）  

            ※ 1 3 : 0 0～     １部男子個人試合準決勝・決勝  

            ※ 1 4 : 0 0      １部男子個人試合表彰式・閉会式  

            ※ 1 4 : 3 0      終了  

５．競技規定   

(１ )「国際柔道連盟試合審判規定」による。  



(２ )「優勢勝ち」の判定基準は、以下の通りとする。  

ア  団 体 試 合は 「 技 あり 」 ま た は「 僅 差 」 ( 指導 差 2 ) 以 上 と す る。 チ ーム の 内 容 が 同等 の

場 合 は、 代 表選 手を 任 意に 選出 し て代 表戦 を 行う 。代 表 戦で 得 点差 がない 場 合は 、 延長

戦 （ゴー ルデ ンスコ ア）に より勝 敗を 決する 。  

＊ 代 表 戦 に お け る 優 勢 勝 ち の 判 定 基 準 は 「 技 あ り 」 ま た は 「 僅 差 」 （ 指 導 差 2 ） 以 上 と

す る 。 ただ し 、勝 敗 が決 し ない 場 合は 、 延長 戦 （ゴ ー ル デン ス コア ） を時 間 無 制限 で

行 う。延 長戦 の判定 基準・ 実施方 法は 個人試 合に準 ずる。  

イ  個人試合は「技あり」または「僅差」 (指導差２ )以上とする。技による評価が同等、ま

たは、指導差 1 以内の場合は、延長戦（ゴールデンスコア）を行い、「技あり」以上また

は指導差がでた時点で勝敗を決する。  

(３ )個人試合及び団体試合の代表戦において、試合時間に勝敗が決しない場合は、延長戦（ゴ  

  ールデンスコア）をおこなう。ただし、団体試合のリーグ戦においては、順位決定戦をの  

ぞき代表戦は行わない。  

(４ )試合時間は団体試合・個人試合ともすべて４分とする。（※ H 2 8 年度より、団体試合予選リ  

－グ戦も４分）  

(５ )「同時反則負け」等の扱い、その他については監督会議において申し合わせる。  

６．競技方法  

(１ )団体試合は、「点取り試合」とする。  

(２ )１部男子団体試合は、予選リーグ戦及び決勝トーナメント戦による。  

(３ ) 1 部女子団体試合、１部男女個人試合、２部団体・個人試合はトーナメント戦による。  

７．参加資格  

(１ )令和 3 年度岩手県柔道連盟登録者であること。その他は全国高等学校柔道大会に準ず  

る。  

(２ )脳震盪対応について、選手および指導者は下記事項を厳守して参加すること。  

ア大会前１ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場許可を得るこ  

と。  

イ大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。（なお、  

至急、専門医の精査を受けること）  

ウ練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。  

エ当該選手の指導者（顧問・監督など）は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報  

告書を提出すること。  

  （ ３） 皮膚 真菌 症（ トン ズラ ンス 感染 症） につ いて は、 発症 の有 無を 各 所属 の責 任に おい て  

必 ず 確認 する こと 。感 染が 疑わ しい 、も しく は感 染が 判明 した 選手 につい て 、迅 速に  

医 療 機関 おい て、 的確 な治 療を 行う こと 。も し選 手に 皮膚 真菌 症の 感染が 発 覚し た場  

合 は 、大 会へ の出 場が でき ない 場合 もあ る。  

(４ )安全面に配慮し、柔道修業年数６ヶ月未満の生徒は、出場しないこと。  

（５）監督・引率について  

  ア引率責任者は、団体の場合は校長の認める当該校の職員とする。個人の場合は校長の認める  

学校の職員とする。また、校長から引率を委嘱された「部活動指導員」（学校教育法施行規則  

7 8 条２に示された者）も可とする。ただし、「部活動指導員」に引率を委嘱する校長は、県

高体連会長に事前に届け出る。  

 イ監督、コーチ等は校長が認める指導者として、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任保  

険（スポーツ安全保険等）に必ず加入することを条件とする。  

８．参加制限  

(１ )団体試合（男子）１校１チーム、監督１名、選手５名、補欠２名、マネージャー１名   

計９名  

(２ )団体試合（女子）１校１チーム、監督１名、選手３名、補欠２名、マネージャー１名   

計７名  

(３ )個人試合（男子）   6 0 ㎏級（ 6 0 ㎏以下の者）  

              6 6 ㎏級（ 6 0 ㎏を超え 6 6 ㎏以下の者）  



              7 3 ㎏級（ 6 6 ㎏を超え 7 3 ㎏以下の者）  

              8 1 ㎏級（ 7 3 ㎏を超え 8 1 ㎏以下の者）  

              9 0 ㎏級（ 8 1 ㎏を超え 9 0 ㎏以下の者）  

              1 0 0 ㎏級（ 9 0 ㎏を超え 1 0 0 ㎏以下の者）  

              1 0 0 ㎏超級（ 1 0 0 ㎏を超える者）  

  ※  ２部の参加については制限しない。（体重無差別）  

(４ )個人試合（女子）   4 8 ㎏級（ 4 8 ㎏以下の者）  

              5 2 ㎏級（ 4 8 ㎏を超え 5 2 ㎏以下の者）  

              5 7 ㎏級（ 5 2 ㎏を超え 5 7 ㎏以下の者）  

              6 3 ㎏級（ 5 7 ㎏を超え 6 3 ㎏以下の者）  

              7 0 ㎏級（ 6 3 ㎏を超え 7 0 ㎏以下の者）  

              7 8 ㎏級（ 7 0 ㎏を超え 7 8 ㎏以下の者）  

              7 8 ㎏超級（ 7 8 ㎏を超える者）  

  ※  ２部の参加については制限しない。（体重無差別）  

  ※  本大会の男子団体試合ベスト８の所属する地区に新人柔道大会県大会のシード権を与え

る。女子団体試合ベスト８の学校には、新人柔道大会県大会のシード権を与える。  

     また、個人試合において上位（男子はベスト 1 6 以上。ただし男子 1 0 0ｋｇ級と 1 0 0ｋｇ  

超級はベスト８。女子はベスト８以上。ただし女子 7 8 ㎏級と 7 8 ㎏超級はベスト４）に進  

出した１・２年生に対して、１・２年大会のシード権を与える。  

９．推薦出場（シード権）  

 （１）団体試合  

  １部男子団体試合＝令和２年度新人柔道大会５人制トーナメントベスト８以上  

   １部女子団体試合＝令和２年度新人柔道大会ベスト８以上  

   ＜団体試合推薦校＞  

    男子  ①盛岡南  ②盛岡大附属  ③福岡  ④盛岡中央  ⑤一関学院  ⑥福岡工業   

⑦岩手  ⑧宮古  

    女子  ①盛岡南  ②不来方  B 4 盛岡中央  B 4 盛岡第一  B 8 一関学院  B 8 久慈東  

B 8 大船渡  B 8 花巻北  

  （ 2）個人試合  

   ＜個人試合推薦選手名簿＞…省略（新人大会男子各階級ベスト８、女子各階級ベスト４）  

1 0．参加申込  

(１ )申込先……所属地区の地区責任者  

盛岡地区・谷﨑  勝広（盛岡商業高校）  釜石気仙地区・高橋  奨吾（大船渡東高校）  

花巻地区・内舘  達也（花北青雲高校）  宮古地区・飯田  良徳（宮古水産高校）  

北奥地区・松本  隆三（専修大学北上高校）  久慈地区・熊谷   篤（久慈高校）  

県南地区・久保田  厚 (一関工業高校）  二戸地区・南舘  晋（福岡高校）  

(２ )参加申込書提出方法  

   ①各校顧問は全ての参加申込書とデジタルデータを各地区責任者に 4 月 2 0 日 (火 )までに提出

すること。  

   ②各地区責任者は作成した一覧表とデジタルデータを、 4 月 2 6 日 (月 )までに事務局まで提出

すること。  

         又、一覧表の写しは、５月６日（木）の常任委員会に持参すること。  

1 1 .参加料  

  団体試合：男女共  6 , 0 0 0 円（ 1 チーム）、個人試合：男女共 6 0 0 円（ 1 人）   

 

1 2．その他  

(１ )  各地区において、１部男子団体試合の地区順位戦を行うこと。地区１位になった学校に

は抽選の際にベスト８に準じたシード権を与える。  

(２ )監督会議を欠席する場合は、地区責任者に連絡し、委任すること。  



（３）個人試合の棄権は、男子・女子共に学校毎に所定の「棄権届」に記入し、監督会議前まで

に事務局へ提出すること。  

 (４ )  参加選手は、必ず柔道衣の背に「ゼッケン」を付けること。無い場合は「失格」とする。

また、柔道衣は新規格柔道衣とする（白帯はこの限りではない）。  

(５ )試合用の「紅白の紐」は、各学校で準備すること。  

(６ )オーダー表の様式は、申し合わせ事項を参照し、必ず『墨書』もしくは『墨書』に準じ  

太くて大きな字で、一枚の紙に書いて提出すること。  

(７ )各部門のベスト４を表彰する。  

(８ )前年度の優勝旗（男女団体）、優勝楯（男子個人）、優勝カップ（女子個人）を持参するこ  

と。  

(９ )組み合わせ抽選会は５月７日 (金 )に盛岡第一高校白堊記念館において行う。抽選結果は、  

柔道専門部のホームページに掲載する。  

1 3．連絡責任者  

   熊谷一郎（大槌高校）  〒 0 2 8 - 1 1 3 1  大槌町大槌１５－７１－１   

℡  0 1 9 3 - 4 2 - 3 0 2 5  F A X  0 1 9 3 - 4 2 - 4 9 6 6   

メール  p t f 1 - i c h i r o u - k u m a g a i @ i w a t e - e d . j p  


